
第２学年 算数科学習指導案

日 時 平成１８年１０月２０日（金）５校時

場 所 ２年教室

児 童 男９名 女３名 計１２名

指導者 教諭 石川 正広

１ 単元名 新しい計算を考えよう～かけ算（１）～（東京書籍 新しい算数２下） 

２ 単元の目標

○乗法の意味について理解し，それを用いることができる。

・乗法のよさについて気づき，ものの全体の個数をとらえるときに進んで乗法を用いようとする。

【関心・意欲・態度】

・乗法九九が用いられている場合について，「１つ分の大きさ」「いくつ分」をとらえて全体の個数の求め方

について考える。 【数学的な考え方】 
・乗法が用いられる場合を具体物や式で表すことができる。 【表現・技能】

・乗法九九（５，２，３，４の段）を構成し，確実に唱えることができる。 【表現・技能】

・乗法が用いられる場合を理解する。 【知識・理解】

・乗法九九（５，２，３，４の段）の構成のしかたを理解する。 【知識・理解】

３ 単元について

（１）教材について

学習指導要領第２学年の内容Ａ「数と計算」（１）では，「数の意味や表し方について理解し，数を用い

る能力を伸ばす。」とあり，「一つの数をほかの数の積としてみるなど，ほかの数と関連付けてみること。」

をねらいとしている。また（３）では，「乗法の意味について理解し，それを用いることができるようにす

る。」とあり，「乗法が用いられる場合について知り，それを式で表したり，その式をよんだりすること。」

「乗法に関して成り立つ簡単な性質を調べ，それを乗法九九を構成したり計算の確かめをしたりすること

に生かすこと。」「乗法九九について知り，１位数と１位数との乗法の計算が確実にできること。」をねらい

としている。

第１学年では，「10 が６こで 60」などいった数の理解と関連づけて，10 のまとまりをつくりその数を

数えて総数を求めたり，２とびや５とびでも総数を求めたりするなど，同じ数のまとまりの個数を数えて

ものの総数を求めるといった乗法の素地的な学習してきた。

本単元では，このような経験をもとに，「１つ分の数」×「いくつ分」＝「ぜんぶの数」として乗法を

意味づけ，半具体物で乗法の場面を表現したり，身の回りで乗法が適用できる場面を探したりする活動な

どを取り入れ，乗法の意味を確実にしていく。そして，５，２，３，４の段を学習する。

九九の構成の学習の過程では，アレイ図や面積図，半具体物などを活用しながら，乗法の意味の理解を

いっそう確実にするとともに，同数累加をはじめ，乗数と積の関係（乗数が１増えると，積は被乗数分だ

け増えること）に着目させながら，児童が自ら九九をつくり出すことを大切にする。そして九九の暗記を

行い，計算力の向上をねらう。

本単元の学習をもとに，次単元では，６，７，８，９，１の段の構成や倍の定義，交換法則や乗数と積

の関係などの九九のきまりを学習する。また，第３学年では，乗数が０の乗法や乗法の筆算について学習

する。

（２）児童について

児童は，算数の学習に対して関心が高く，積極的な取り組みを見せている。特に、自分の考えを意欲的

に発表することができる。また，友達の考えに対して，自分の考えと「同じ」「似ている」「違う」という

観点だけでなく，「つけたす」「たずねる」などもでき，学級全体で課題解決に取り組もうとする意識が高

い。 
アンケート（一学期実施）では，全員が算数の学習が「すき」「どちらかというとすき」と答え，算数を

好んで学習していることが分かる。一方で「むずかしい」と感じている児童もいる。問題や課題の提示の

仕方，個別指導の在り方を含め，どの子にも「分かる」授業づくりをする必要がある。



レディネステストの結果を見ると，12 名中 10 名が 1 年生の内容を確実に理解していることが分かる。

2名については個別指導をし，補充を行った。現時点で確実に理解できている。

Ｐ１テストの結果を見ると，５，２，３，４の段の九九の計算10問中，１問正解１人，２問正解１人，

６問正解１人，７問正解１人で，８名は解けなかった。乗法の意味を把握させた上で，九九の暗記に取り

組む必要がある。「１つ分の数」×「いくつ分」をとらえ，立式し，積を求める問題は，１人のみが正解

した。「１つ分の数」「いくつ分」をしっかりとらえさせる必要がある。乗法のきまり（交換法則）に関す

る問題は，正解者がいなかった。具体的な事物や操作を通じて，きまりを理解させ，活用できるようにす

る必要がある。児童は，意欲的にテストに取り組んでおり，乗法について高い関心と期待を寄せているこ

とが分かる。

（３）指導について

本単元では，乗法の意味理解が最も重要な学習内容となる。従って，九九の唱えの前段階である乗法の

意味の獲得を，図的なイメージ・活動・式とを関連付けて指導していきたい。それらを通して，単位量あ

たりの大きさといくつ分を明確にさせ，乗法の意味理解につなげたい。

九九の構成については，半具体物の操作，アレイ図・面積図などの活用を通して，５，２の段では，積

がいくつずつ増えていくのかに気づくようにし，３，４の段では，それらを活用して九九を構成できるよ

うにさせたい。アレイ図・面積図の見方，使い方についても充分慣れさせ，自ら活用できるように指導す

る。 
九九の唱え方・暗唱については，教科書の唱え方で統一して指導するが，同じ型の練習ばかり続くと単

調になり，飽きてくることがあるので，九九カードを使った練習やゲームなど，変化をつけて練習してい

きたい。暗唱で答えが出せない児童については，半具体物に戻ったり，図をかかせたり，累加や積の増え

方のきまりを活用したりなど，意味理解と結びつけた指導をし，確実に唱えられるようにしたい。

本時では，３の段の九九の構成で学習したことを活用して４の段の九九を構成する。３の段の九九をつ

くったときにはどのような工夫をしたか，４の段の九九をつくるときにも使えるかといった発問や示唆に

より，見通しをもって学習が進められるようにする。「調べる」の段階では，答えの増え方に着目させ，自

分たちが用いている乗法の性質の意識化を図りたい。そこでアレイ図のマスキングしたり，面積図をかい

たりしながら，●や□が現れている部分が「４のいくつ分」にあたることや，積はいつも４ずつ増えてい

くことを確認する。また，「ひろめる」の段階では，「まとめ」を生かしながら、４×６～４×９を類似問

題・習熟問題として扱い、前の積に４をたす考え方のよさについて確認できるようにする。

４ 教材の関連と発展

↓

↓

↓

↓

↓

１年 ２年 ３年

⑥１０よりおおきいかず

・２ずつ，５ずつまとめて数えるこ
と

本単元 かけ算（１）

⑬２０よりおおきいかず

・数の構成に基づく数え方 

・かけ算の意味
・積の求め方 
・５，２，３，４の段の九九の
構成，記憶と適用

・乗数と積の大きさの考察

⑪かけ算（２） 
・６，７，８，９の段の九九の
構成，記憶と適用

・乗法について成り立つ性質
（交換法則，分配法則）

・九九の活用
・倍の概念の理解
・九九表のきまり

①かけ算

・０のかけ算
・分配法則の活用
・交換法則の活用
・ａ×□，□×ａ

②かけ算の筆算（１） 
・何十，何百×１位数の計算
・２，３位数×１位数の筆算
・乗法の結合法則

⑭かけ算の筆算（２） 
・１，２位数×何十の計算
・２位数どうしの筆算 
・計算のきまりや法則を用いた
乗法計算の工夫

・２，３位数×１位数の暗算

③わり算

・わり算の答えの求め方
・倍の第１用法



５ 指導計画 全１０時間

具体の評価規準小

単

元

時

間

学習活動 Ａ

十分満足できる

Ｂ

おおむね満足できる

主となる既習事項

プロローグ

・遊園地の入り口付近で整列した人とばらばらの人の絵を提示し，それぞれの人数を数えることを通して，新しい計算

への興味，関心を高める。

２

・遊園地の様々な乗り物に乗ってい

る子どもたちの絵を見て，それぞ

れの乗り物に乗っている子どもの

人数を調べる。

・総数が同じでも１台に同じ人数ず

つ乗っているものといないものが

あることや，同じ人数ずつ乗って

いる場合でも１台に乗っている人

数が違うことから，「１つぶんの大

きさ」と「いくつ分」をとらえる。

〈習熟問題①〉

【関】ものの個数を数えるのに「ある

大きさのいくつ分」ととらえること

に気づき，進んでまとまりをつくり

ながら数えようとしている。

【考】数量を「単位とする大きさ」の

「いくつ分」ととらえると良いこと

に気づく。

【関】ものの個数を数えるのに「ある

大きさのいくつ分」ととらえ，まと

まりをつくりながら数えようとして

いる

【考】数量を「単位とする大きさ」の

「いくつ分」ととらえることができ

る。 

・同じ数ずつまとめ

て数える。

・繰り上がりのある

たし算。 

・３口のたし算。 

２ ・6×3＝18の式の意味を理解する。

・用語「かけ算」を知る。 

・乗法の場面を式に表す。 

〈習熟問題①②〉

【表】身近なところから乗法の場面と

してとらえることができる場面を見

つけ出し，それを乗法の式に表した

り，式を読んだりすることができる。

【知】乗法の式の意味を理解し，様々

な乗法の式を見て「単位とする大き

さ」「いくつ分」にあたる数を理解す

ることができる。

【表】乗法の場面としてとらえること

ができる場面を乗法の式に表した

り，式を読んだりすることができる。

【知】数量の関係を「単位とする大き

さ」の「いくつ分」ととらえ，それ

を簡潔に表したものが乗法の式であ

ることを理解している。

・繰り上がりのある

たし算。 

・３口のたし算。 

・数量を「単位とす

る大きさ」の「い

くつ分」ととらえ

る。 

１ ・乗法の式から，その場面をおはじ

きで表す。 

・並んだおはじきを乗法の場面とし

てとらえ，乗法の式に表す。 

〈習熟問題①②〉

【考】確実に「単位とする大きさ」「い

くつ分」にあたる数をとらえること

ができる。

【表】乗法の場面ととらえる場面を表

した式や乗法の式から表現した場面

について説明することができる。

【考】乗法の意味から，「単位とする大

きさ」「いくつ分」にあたる数をとら

えることができる。

【表】乗法の場面ととらえる場面を式

に表したり，乗法の式から場面を表

現することができる。

・かけ算の式の意味，

読み方，書き方。

・乗法の場面を式に

表す。 

１ ・場面をとらえ，立式や答えの求め

方について考える。

・乗法の答えは，被乗数を乗数の数

だけ累加して求められることを理

解する。 〈習熟問題①②③〉

【考】乗法の答えは加法を用いて求め

られることに気づいている。

【表】乗法の答えを累加の方法で，暗

算や念頭操作でもとめることができ

る。 

【考】乗法の意味から，乗法の答えは

加法を用いて求めることに気づく。

【表】乗法の答えを被除数を乗数の数

だけ累加する方法で求めることがで

きる。

・繰り上がりのある

たし算。 

・３口のたし算。 

(1)

か

け

算

１ ・〔やってみよう〕乗法の場面として

とらえることができる身の回りの

場面を探し，乗法の式に表す。 

〈習熟問題①②③〉

【関】積極的に活動し，結果を意欲的

に発表しようとしている。

【知】被乗数と乗数を交換できるもの，

そうでないものを理解している。

【関】学習内容を適切に活用して，活

動に取り組もうとしている。

【知】乗法を用いられる場面を理解し

ている。

・用語「かけ算」 

・かけ算の式の意味，

読み方，書き方。

・乗法の場面を式に

表す。 

１ ・１台の車に５人ずつ乗っていると

きの１～４台分の人数を求める。

・累加や５とび，アレイ図などを用

いて５の段の九九を構成する。

〈習熟問題①〉

【考】九九の構成前から，答えが５ず

つ増えていくことに気づいている。

【知】５の段の九九の答えの求め方を

理解している。

【考】答えが５ずつ増えることに着目

し，５の段の九九を構成している。

【知】５の段の九九の構成の仕方を理

解している。

・５ずつまとめて数

える。

・累加のたし算。 

・かけ算の式の意味，

読み方，書き方。



１ ・１台のコーヒーカップに３人ずつ乗

っているときの１～４台分の人数

を求める。

・3×4の答えにいくつたせば3×5

になるか考える。

・3×5の積に３をたせば，3×6の積

になることを活用して，３の段の九

九を構成する。

・用語「かけられる数」「かける数」

を知る。 〈習熟問題①〉

【考】乗法について成り立つ性質を用

いて，九九の構成のしかたを説明で

きる。

【知】３の段の九九の答えの求め方を

理解している。

【考】乗法について成り立つ性質を用

いて，九九の構成のしかたについて

考えている。

【知】３の段の九九の構成の仕方を理

解している。

・３ずつまとめて数

える。

・累加のたし算。 

・かけ算の式の意味，

読み方，書き方。

２ ・３の段の九九を唱え，カードなどを

使って練習する。

・３の段の九九の答えは，乗数が１増

えると３増えることを確認する。

・３の段の九九を用いて問題を解決す

る。 〈習熟問題①②〉

【表】３の段の九九を確実に覚え，そ

れを用いて身の回りの問題を正確に

解決することができる。

【知】３の段の九九の答えは３ずつ増

えていることを理解している。

【表】３の段の九九を唱えることが出

き，それを用いて身の回りの問題を

解決することができる。

【知】図や九九表をもとに３の段の九

九の答えは３ずつ増えていることを

理解する。

・３の段の九九。

・用語「かけられる

数」「かける数」 

・乗数が１増えると

答えが３増える。

(3)
３

の

だ

ん

４

の

だ

ん

の

九

九 １

本

時

・１台のジェットコースターに４人ず

つ乗っているときの１～５台分の

人数を求める。

・4×3のかける数が１増えると答え

はいくつ増えているか確かめる。

・４の段では，かける数が１増えると

答えが４増えることを活用して，４

の段の九九を構成する。

〈習熟問題①〉

【考】乗法について成り立つ性質を用

いて，九九の構成のしかたを説明で

きる。

【知】４の段の九九の答えの求め方を

理解している。

【考】乗法について成り立つ性質を用

いて，九九の構成のしかたについて

考えている。

【知】４の段の九九の構成の仕方を理

解している。

・４ずつまとめて数

える。

・累加のたし算。 

・かけ算の式の意味，

読み方，書き方。

２ ・用語「九九」を知り，５の段の九

九を唱え，カードなどを使って練

習する。

・５の段の九九の答えは５ずつ増え

ていることを確認する。

・５の段の九九を用いて問題を解決

する。 〈習熟問題①②〉

【表】５の段の九九を確実に覚え，そ

れを用いて身の回りの問題を正確に

解決することができる。

【知】５の段の九九の答えは５ずつ増

えていることを理解している。

【表】５の段の九九を唱えることが出

き，それを用いて身の回りの問題を

解決することができる。

【知】図や九九表をもとに５の段の九

九の答えは５ずつ増えていることを

理解する。

・５の段の九九

１ ・１台の自転車に２人ずつ乗ってい

るときの１～５台分の人数を求め

る。 

・累加や２とび，アレイ図などを用

いて２の段の九九を構成する。

〈習熟問題①〉

【考】九九の構成前から，答えが２ず

つ増えていくことに気づいている。

【知】２の段の九九の答えの求め方を

理解している。

【考】答えが２ずつ増えていくことに

着目し，２の段の九九を構成してい

る。 

【知】２の段の九九の構成の仕方を理

解している。

・２ずつまとめて数

える。

・累加のたし算。 

・かけ算の式の意味，

読み方，書き方。

(2)
５

の

だ

ん

２

の

だ

ん

の

九

九

２ ・２の段の九九を唱え，カードなど

を使って練習する。

・２の段の九九の答えは２ずつ増え

ていることを確認する。

・２の段の九九を用いて問題を解決

する。 〈習熟問題①②〉

【表】２の段の九九を確実に覚え，そ

れを用いて身の回りの問題を正確に

解決することができる。

【知】２の段の九九の答えは２ずつ増

えていることを理解している。

【表】２の段の九九を唱えることが出

き，それを用いて身の回りの問題を

解決することができる。

【知】図や九九表をもとに２の段の九

九の答えは２ずつ増えていることを

理解する。

・２の段の九九。



２ ・４の段の九九を唱え，カードなどを

使って練習する。

・４の段の九九の答えは，乗数が１増

えると４増えることを確認する。

・４の段の九九を用いて問題を解決す

る。 〈習熟問題①②〉

【表】４の段の九九を確実に覚え，そ

れを用いて身の回りの問題を正確に

解決することができる。

【知】４の段の九九の答えは４ずつ増

えていることを理解している。

【表】４の段の九九を唱えることが出

き，それを用いて身の回りの問題を

解決することができる。

【知】図や九九表をもとに４の段の九

九の答えは４ずつ増えていることを

理解する。

・４の段の九九。

・用語「かけられる

数」「かける数」 

・乗数が１増えると

答えが４増える。

１ ・絵を見て，2×4の式で表すことが

できる場面を探す。 

・絵を見て，乗法の式で表すことがで

きる場面を探し，式に表す。 

〈習熟問題①②③〉

【関】身の回りから乗法を用いる場面

を見つけたり，意欲的に言葉や式で

表現したりしようとしている。

【考】身の回りから乗法の場面として

とらえることができる場面を見つ

け，式に表したり，乗法の式を読ん

だりすることを通して，乗法の式の

意味について説明できる。

【関】乗法を用いる場面をとらえたり，

言葉や式で表現したりしようとして

いる。

【考】乗法の場面としてとらえること

ができる場面を見つけ，式に表した

り，乗法の式を読んだりすることを

通して，乗法の式の意味について考

えている。

・５，２，３，４の

段の九九。

・乗数が１増えた時

の答えの増え方。

・かけ算の式の意味，

読み方，書き方。

１ ・「力をつけよう」に取り組む。 

九九を適用して計算する問題。

４，５の段の九九を適用して解く問

題。及び，乗数と積の関係を使って

解く問題。

問題に出てくる数の通りに式をつ

くることができない３の段の九九

を適用して解く問題。

〈習熟問題①②③〉

【表】学習内容を正しく用いて，問題

を正確に解決することができる。

【知】基本的な学習内容について確実

に理解している。

【表】学習内容を正しく用いて，問題

を解決することができる。

【知】基本的な学習内容について理解

している。

・本単元の学習内容

全て。 

ま

と

め

１ ・「たしかめよう」に取り組む。 

九九の定着を確かめる問題

かけ算のきまりを理解し，それを使

って答えを求めることができるか

を確かめる問題。

〈習熟問題①②③〉

【表】学習内容を正しく用いて，問題

を正確に解決することができる。

【知】基本的な学習内容について確実

に理解している。

【表】学習内容を正しく用いて，問題

を解決することができる。

【知】基本的な学習内容について理解

している。

・本単元の学習内容

全て。 

６ 本時の指導

（１）目標

・４の段の九九を構成する。

（２）具体の評価基準

観点 Ａ十分満足できる Ｂおおむね満足できる 努力を要する児童への手立て

数学的

な

考え方

乗法について成り立

つ性質を用いて，九九

の構成のしかたを説明

できる。

乗法について成り立つ性

質を用いて，九九の構成の

しかたについて考えてい

る。 

問題の絵やアレイ図を用いて，「４×３」は

「４人が３台分」であることをおさえさせ，「４

＋４＋４」であることを示し，一つ一つ答えを

求めるようにさせる。

知識

理解

４の段の九九の答え

の求め方を理解してい

る。 

４の段の九九の構成の仕

方を理解している。

答えの増え方について着目させる発問をし，

一つ一つ確認させ，４とびになっていることを

気付くようにさせる。

（３）仮説とのかかわり

仮説１〈既習事項をもとにして見通しをもたせる指導の工夫〉とのかかわり

問題で子ども達が同じ数ずついることに着目させ，かけ算で求められそうだと見通しをもたせ

る。また，５，２，３の段で乗数が１つ増えたときの答えの増え方を学習したことを受けて，そ

の考え方が本時でもいかせそうかと発問し，４の段の九九の構成の仕方の見通しをもたせる。



仮説２〈習熟問題の内容・提示の工夫〉とのかかわり

「まとめ」や類似問題の結果を受けて，４×７～４×９を解く。答えあわせでは，黒板に４の

段の九九と加法を示し，前の積に４をたすことで答えが得られることが確認できるようにする。

また、積を求める際、どのような計算をしたか説明できるような提示の工夫をしたい。

早く終わった児童には、問題作りをさせるなど、個に応じた提示の仕方も行う。 
（４）展開

段

階 学習活動 ・指導上の留意点 ○支援 評価

つ

か

む

７

分

１．問題を把握する。

・聞かれていること

・分かっていること

１つぶんの数 ４人 
いくつぶん □台ぶん

・立式 １台ぶんのとき ４×１ 
２台ぶんのとき ４×２ 
３台ぶんのとき ４×３ 
４台ぶんのとき ４×４ 
５台ぶんのとき ４×５ 

２．課題を把握する。

○ジェットコースターの絵を示し，

児童たちの経験などを話題にし

ながら，学習への関心を高める。

○「１つ分の数」「いくつぶん」を

確実に把握させ，同じ数ずつ乗っ

ていることから，かけ算で立式で

きることを気付かせるようにす

る。 

・１つぶんの数が４であることをも

とに，４の段の九九について考え

ていくことを理解させる。

分

調

べ

る

１台に４人ずつのっているジェ

ットコースターが□台つながって

います。

ジェットコースターにのってい

る人は，みんなで何人ですか。
４のだんの九九をつくろう。
。

算

図

仮説1とのかかわり
５，２，３の段で乗数が１

つ増えたときの答えの増え方
を学習したことを受けて，そ
の考え方が本時でもいかせそ
うかと発問し，４の段の九九
の構成の仕方の見通しをもた
せる。
見

通

す

５

３．見通しをもつ

（１）答えの見通し

答えは４ずつ増える

（２）方法の見通し

・絵を見て ・たし

・アレイ図 ・はこ

（３）考え方の見通し
・どの方法でもたし算の考え方 
４．自力解決をする。

（たし算） 

（アレイ図） 

・４×５まで求めるようにさせる。

・乗数が１増えると，積がいくつ増

えるか考える方法で求めるよう

にさせる。

○たし算で求める場合、累加をする

児童には、考え方を認め、１つ前

の答えを使って求められないか

助言する。

◎乗法について成り立つ

性質を用いて，九九の

構成のしかたについて

考えている。

【数学的な考え方】

（発言・ノート）

４×１＝４ 
４×２＝８ ４＋４＝８ 
４×３＝12 ８＋４＝12

４×４＝16 12＋４＝16

４×５＝20 16＋４＝20

４×４＝１６

● ● ● ● →４ふえる

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

４×４に４ふえる。 ４×５＝２０

●

●

●

●



調

べ

る

20
分

（はこ図） 

５．発表し，検討しあう。

（１）それぞれの考えを発表する。

（２）それぞれの考えの共通点や相違点

について話し合う。 
・アレイ図と面積図の考え方は同

じ。 
・アレイ図や面積図を式だけで

書くとたしざんの考えにな

る。 
・どの考えも前の答えに４ずつ

たしている。

（３）乗数と積の関係を確かめる。

・かける数が１増えると答えは

４増える。

○自力解決が進まない児童には，

「ジェットコースターが１台増え

ると何人増えるかな」など助言す

る。解決できた児童には，他の方法

でも確かめさせ、その後発表の準備

をするよう声をかける。

・３の段との違い（３ずつたしてい

ったこと）を明確にして，積に４

ずつたしていくとよいことをお

さえさせる。

・図と式との関連をはっきりさせ，

考え方のよさに気づかせる。

・問題に振り返り、答え等の確認を

させる。

・児童の板書を活用しながら，乗数

が１増えたときに積がどのよう

に増えているか気づかせる。

ま ６．学習のまとめをする。

・アレイ図を見ながら，□に数値を

入れるようにし，そのことが，４

×５まで成り立っていることを

おさえさせる。

◎４の段の九九の構成の

仕方を理解している。

【知識・理解】

（発言・ノート）

九の

える
と

め

る

３

分

４のだんの九九は，１つ前の九

答えに４ずつたしてもとめます。
↓

４×３＝１２
｜

１ふえる ４ふえる
↓

４×４＝１６
↓

７．練習問題を解く。 
（１）類似問題を解く。 

・４×６の積を求める。

する問題。

４×９） 

・４×６の積を求め、一般化を図

り，構成の仕方を確認する。

仮説２とのかかわり

「まとめ」や類似問題の結果

を受けて，４×７～４×９を解

く。答え合わせでは，黒板に４

の段の九九と加法を示し，前の

積に４をたすことで答えが得

られることが確認できるよう

にする。

また、積を求める際、どのよ

うな計算をしたか説明できる

ような提示の工夫をしたい。

早く終わった児童には、問題

作りをさせるようにする。
広

め

る

（２）習熟問題を解く。 
・４の段の九九を構成

（４×７ ４×８

・４×３の問題作り
10
分

４×４に４ふえる。 ４×５＝２０

→４ふ
８．自己評価す

・分かった

たことを
る。

ことや

発表す
，できるようになっ

る。

○本時の頑張りを認めるようにす

る。 



７ 板書計画 ※教室の側面に教師用のアレイ図と５，２，３の段の九九表を掲示。

かだい

１つぶんの数（かける数） ４人

いくつぶん（かけられる数）□台ぶん

絵を見て たしざん

１台に４人ずつのっている
ジェットコースターが□台つ
ながっています。
ジェットコースターにのっ

ている人は，みんなで何人で
すか。

４×１＝

４×２＝

４×３＝

４×４＝

４×５＝

問題の絵 

答えのよ

ときかた

絵を見

アレイ

考えかた

どの方
４のだんの九九をつくろう。
アレイ図 はこ図

４ 
８ ４＋４＝８ 
12 ８＋４＝12

16 12＋４＝16

20 16＋４＝20

４×４＝１６

● ● ● ● →４ふえる

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

４×４に４ふえる。 ４×５＝２０

●

●

●

● ４×４＝１
４×４に４ふ

そう ４ずつふえる

て たし算

図 はこ図

法もたし算の考え方 
まとめ

４のだんの九九
は，１つ前の九九
の答えに４ずつた
してもとめます。

↓
４×３＝１２

｜
１ふえる ４ふえる

↓
４×４＝１６
↓

６
える。 ４
4×1=4
↓１ふえる ４ふえる

4×2=8   4+4= 8
↓１ふえる ４ふえる

4×3=12  8+4=12
↓１ふえる ４ふえる

4×4=16 12+4=16
↓１ふえる ４ふえる

4×5=20 16+4=20
↓１ふえる ４ふえる

4×6=24 20+4=24
↓１ふえる ４ふえる

4×7=28 24+4=28
↓１ふえる ４ふえる

4×8=32 28+4=32
↓１ふえる ４ふえる

4×9=36 32+4=36
×５＝２０
→４ふえる




